
平成31年１月発行・No.５４

第４回定例会　注目の議案が可決！

　　　　　　　　　　　……… Ｐ２～４

ここが聞きたい！一般質問

　“１３人が質問しました”… ………Ｐ５～１２

議会の活動を報告します… …… Ｐ１２～１５

生中継 ・録画中継で

本会議を傍聴出来ます。

平成31年第１回定例会の予定

…
…
裏
表
紙議会映像配信の

お知らせ

成人式～成人の日を迎えた喜びにあふれています～

第４回定例会は、 ス
クールバスの条例な
ど、 注目議案が審
議されたよ！

鉾田市マスコットキャラクター
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12
月
６
日
（
木
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　

・
委
員
長
報
告

12
月
11
日
（
火
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明

12
月
12
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　

懲
罰
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

原
子
力
施
設
の
安
全
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

12
月
13
日
（
木
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
倉
川
陽
好
議
員
の
懲
罰
の
件
に
つ
い
て
、
委
員
長
報
告
・

　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

12
月
17
日
（
月
）
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

12
月
18
日
（
火
）
経
済
建
設
常
任
委
員
会

12
月
19
日
（
水
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

12
月
21
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
1
号
～
第
13
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の

条
例
案
や
平
成
30
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
、
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
の
計
13
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、13
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ

ス
タ
や
広
域
ご
み
処
理
施
設
つ
い
て
、
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
、
入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
、
文
化
施
設
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

（
☞
５
ペ
ー
ジ
～
12
ペ
ー
ジ
）

　

常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
倉
川
陽
好
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
に
よ
り

懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

（
☞
15
ペ
ー
ジ)

　

今
定
例
会
で
は
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
☞
３
ペ
ー
ジ
）

白
熱
し
た
議
論
の
末
、

全
議
案
が
可
決

主な日程

概 　要

平
成
30
年 

第
４
回
定
例
会
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提出された議案等と審議結果

各議員の賛否が分かれた議案等

全会一致で可決された議案等

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議長　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

会
議
名

議員名

議案等

髙
埜
　
栄
治

井
川
　
倫
士

渡
辺
　
拓
哉

亀
山
　
　
彰

二
重
作 

茂
兵
衛

郡
司
　
　
功

小
沼
　
　
勝

根
嵜
　
　
眞

水
上
　
美
智
子

入
江
　
　
晃

岩
間
　
勝
栄

井
川
　
茂
樹

米
川
　
宗
司

友
部
　
政
德

山
口
　
　
德

田
口
　
清
一

堀
田
　
正
衛

石
津
　
武
吉

高
野
　
　
衛

倉
川
　
陽
好

討　論
採
決
結
果

※議案等に
ついて

賛成反対

第
４
回
定
例
会

第２号

鉾田市スクールバス

運行に関する条例の

一部改正について

● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 議 ○ ● ○ ● ● ● ○ ● 高野
岩間

石津
可決

第３号

平成30年度鉾田市一

般会計補正予算

（第４号）

● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
二重作

倉川

高野

井川
（倫）

可決

会議名 議　案　等

第
４
回
定
例
会

第１号 鉾田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について

第４号 平成 30 年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

第５号 人権擁護委員の推薦について

第６号 鉾田市職員の給与に関する条例等の一部改正について

第７号 平成 30 年度鉾田市一般会計補正予算（第５号）

第８号 平成 30 年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

第９号 平成 30 年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

第10号 平成 30 年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第３号）

第11号 平成 30 年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

第12号 平成 30 年度鉾田市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

第13号 平成 30 年度鉾田市水道事業会計補正予算（第２号）

たくさんの傍聴者の中には高校生の姿も！

高校生も本会議

を傍聴したよ！
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注目議案をピックアップ

保護者負担の軽減を図るため、スクールバス利用料金を無料とするための改
正を行うもの 施行日：平成 31 年４月１日

平成 34 年開校に向けた大洋中学校区統合小学校用地購入費用、台風被害によ
る施設の修繕や道路維持補修、閉校する鉾田小学校等における放課後児童ク
ラブ運営業務委託などのため、一般会計を４億 3529 万５千円増額するもの

無料化とした場合、徒歩通学の２㎞未満の児童がバスの

利用を希望したときの対応は。

２㎞未満の児童については従来どおり徒歩通学となるが、

乗降所まで行けば乗車は可能としている。今後、スクー

ルバスを現在利用していない保護者の意向調査を行う。

長期的な経費と財源確保の見通しを精査したのか。

全ての小学校統合が終了し、へき地児童生徒援助費等補助金が終了する平成 42年度には

約 7千万円の財源不足の見通しだが、少なくとも平成 42 年までの 12 年間は、子育て支

援を最重要施策に掲げ、集中的に投資したいと考えている。

主な質疑

問

問

答

答

議案第２号 鉾田市スクールバス運行に関する条例の一部改正について

議案第３号 平成 30 年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）

スクールバス無料化へ！

大洋中学校区統合小学校の用地取得へ！

購入する大洋地区統合小学校建設予定地は。

つばさ幼稚園東側の土地で、面積は 3万 7277㎡。

放課後児童クラブを、閉校する鉾田小学校で実施する理

由は。

放課後児童クラブ利用のニーズ調査を実施したところ、鉾田小学校区の利用希望者が４割

超であったため。鉾田小学校の活用は暫定的で、今後、需給予測をしながら配置のありか

たを検討していきたい。

問

問

答

答

主な質疑

可決

可決
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ここが聞きたい!!　一般質問

議員名 質問事項

水上　美智子

１．就学援助制度（入学準備金）について

２．健康マイレージ事業について

３．枝木の処分について

４．大人の風疹について

二重作茂兵衛

１．うまかっぺフェスタについて

２．国体開催の準備について

３．交流館建設のアンケートについて

４．選挙運動費用の公費負担制度について

亀山　彰

１．スクールバスについて

２．市独自奨学金制度について

３．小規模企業基本条例について

４．世界湖沼会議の成果について

高野　衛

１．東海第二原発再稼働問題について

２．
高速実験炉「常陽」（大洗町）の
再稼働について

３．教育の諸課題について

４．
文化施設に関する市民意識調査
について

５．
市民住宅の耐震化促進のための
整備について

６．入学準備金の入学前支給について

倉川　陽好

１．移住対策と観光対策について

２．上山工業団地進捗状況について

３．農作物の害虫対策について

４．職員派遣について

５．鉾田市公共施設総合管理計画について

入江　晃

１．
SDGsの理念における教育環境の
推進について

２．
鉾田市独自の奨学金制度の制定
について

３．
街中開催うまかっぺフェスタの
評価について

４．防犯カメラの設置について

５．
東関東自動車道鉾田インターア
クセス道路について

６．
地域で支える社会ネットワーク
について

議員名 質問事項

堀田　正衛
１．

鉾田市･行方市･潮来市の３市で設立
した、「一般廃棄物広域処理促進協
議会」の経過と今後の展望について

２．
（仮称）市民交流館建設予定地の

今後の利活用について

小沼　勝

１．
鉾田市の農業を、主産業とする
政策と取組について

２．
学校再編計画に基づく小学校跡
地利用について

３．市長の振舞いについて

４．
鉾田・行方・潮来広域ゴミ焼却
施設について

髙埜　栄治

１．
AYA世代特に思春期及び若年成人のがん
検診ならびに医療費負担軽減策について

２．
市民行動空間の拡大と既存イン
フラを最大限に活かす公共交通
体系づくりについて

３．
生徒の心身の健やかな成長のための部
活動と教職員の働き方改善について

石津　武吉

１．東海第２原発再稼働について

２．広域ごみ処理について

３．減少する土木系職員について

４．来年度予算と主要な施策について

井川　倫士
１．

効率的で効果的な下水処理事業
の将来像について

２．
本市の施策立案、並びに事業推進に
おける企画力向上の方法について

根嵜　眞
１．市民ほっとラインについて

２．平成31年度予算編成について

３．鉾田市の総合的な産業振興について

渡辺　拓哉

１．うまかっぺフェスタについて

２．（仮称）市民交流館跡地活用について

３．クリーンセンターのゴミについて

４．ネット投票について

５．マイナンバーについて

一般質問とは？

議員が市政全般の現状や方針

などを問うものです。

ここでは、一般質問を要約し

て報告します。

ホームページで

一般質問の会議録が見られます
①鉾田市のホームページへアクセスする。

　アドレス http://www.city.hokota.lg.jp

②市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。

③会議録をクリックする。

また、各議員の QR コードを読み込むことで、

その議員の一般質問の録画を再生できます。

検　索

第４回定例会

P11

P11

P10

P10

P9

P9P6

P6

P7

P7

P8

P8

P12
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

平
成
29
年
３
月
に
就

学
援
助
に
関
す
る
国

の
補
助
金
交
付
要
綱
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
入
学

前
の
支
給
を
予
定
す
る
市
区

町
村
が
急
増
し
て
い
る
。
県

内
で
も
既
に
小
学
校
19
校
、

中
学
校
22
校
が
実
施
、
次
年

度
か
ら
実
施
予
定
や
検
討
中

の
市
町
村
も
あ
る
な
か
で
、

予
定
な
し
の
６
市
町
村
の
中

に
鉾
田
市
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
３
月
に
も
就
学
援

助
制
度
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
し
た
。
支
給
時
期
は
鹿
行

　

国
体
開
催
の
日
程
と

選
手
や
役
員
を
含
め

た
参
加
人
数
、
宿
泊
施
設
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

小
川
方
面
か
ら
県
道
８
号
小

川
鉾
田
線
を
走
行
し
て
総
合

運
動
公
園
へ
進
入
す
る
場
合
、

斜
め
に
進
入
す
る
た
め
バ
ス

な
ど
の
大
型
車
は
進
入
が
困

難
と
考
え
る
が
、
道
路
の
改

修
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
い
き
い

き
茨
城
ゆ
め
国
体
は
、

２
０
１
９
年
９
月
28
日
か
ら
10

月
８
日
ま
で
の
11
日
間
開
催
さ

地
区
や
県
内
の
先
進
事
例
を

参
考
に
し
て
調
査
研
究
す
る

と
の
答
弁
で
、
執
行
部
の
意

識
の
低
さ
や
怠
慢
さ
を
感
じ

る
。
改
め
て
、
経
済
的
な
理

由
で
就
学
に
必
要
な
支
出
が

困
難
な
方
に
対
し
、
入
学
に

必
要
な
入
学
用
品
費
を
、
入

学
準
備
金
と
し
て
入
学
前
に

支
給
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
本
市
で

は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

れ
、
鉾
田
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
、
10
月
４

日
か
ら
６
日
の
３
日
間
に
鉾
田

総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。
選

手
や
監
督
、
ト
レ
ー
ナ
ー
を
合

わ
せ
た
参
加
人
数
は
約
３
６
０

名
、
競
技
役
員
は
約
１
４
０
名

で
、
約
５
０
０
名
が
鉾
田
市
に

訪
れ
る
。
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
に

加
え
、
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

も
借
用
し
て
、
全
て
の
競
技
関

係
者
を
市
内
に
宿
泊
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
宿
舎
か
ら
の
選
手
や
監
督

の
保
護
者
に
、
就
学
援
助
費

と
し
て
給
食
費
や
学
校
用
品

等
の
一
部
を
援
助
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
入
学
者
に
対
し

て
は
入
学
後
に
支
給
を
行
っ

て
い
た
が
、
平
成
31
年
度
就

学
予
定
者
か
ら
、
就
学
援
助

費
の
う
ち
入
学
に
必
要
な
入

学
用
品
費
を
、
入
学
準
備
金

と
し
て
入
学
前
に
支
給
す
る

方
針
で
現
在
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

入
学
に
必
要
な
ラ

ン
ド
セ
ル
代
な
ど

と
い
っ
た
費
用
が
入
学
準
備

の
計
画
輸
送
バ
ス
と
新
鉾
田
駅

等
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
を
計
画
し
て
お
り
、
県
道
を

塔
ヶ
崎
方
面
か
ら
進
入
す
る

ル
ー
ト
と
当
間
小
学
校
前
の
道

路
を
通
る
ル
ー
ト
の
み
を
想
定

し
て
い
る
た
め
、
進
入
路
の
改

修
は
考
え
て
い
な
い
。

　

開
催
日
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、「
い
つ
ご
ろ
や
る
ん

だ
」
と
い
う
市
民
か
ら
の
声
を

聞
い
て
お
り
、
周
知
不
足
で
は

な
い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
衛
生

金
に
当
た
る
と
思
う
。
平
成

31
年
度
か
ら
入
学
前
支
給
を

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
支
給
方
法
に
つ
い

て
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
入
学
準

備
金
に
つ
い
て
は
、
12

月
中
に
お
知
ら
せ
を
発
送
し
、

平
成
31
年
の
１
月
７
日
か
ら

１
月
25
日
ま
で
を
受
付
期
間

と
し
て
、
申
請
書
を
取
り
ま

と
め
て
い
く
。

　

こ
の
事
業
に
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

面
も
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
当
間
小
学
校
前

の
道
路
は
狭
く
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
通
る
と
対
面
通
行
の
た
め

危
な
い
と
思
う
が
対
応
は
。

　
【
市
長
】
担
当
部
署
に

は
指
示
し
て
い
る
が
、

開
催
日
を
含
め
、
さ
ら
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
内

外
か
ら
来
る
方
に
も
鉾
田
市

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
部
長
】
警
備
員
を
配
置

し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
計
画

バ
ス
を
優
先
し
た
通
行
を
考

え
て
い
る
。

答

答答

答

問 問

再
質
問

再
質
問

提
言

水 上 美 智 子

入学準備金の

入学前支給を

二重作  茂兵衛

国体開催に

向けた準備は
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

再
質
問

　

本
市
は
独
自
の
産
業

政
策
が
無
い
に
等
し

く
、
ま
た
、
流
通
の
激
変
や
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
に

よ
り
商
工
業
者
は
非
常
に
苦

し
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
小
規

模
企
業
基
本
条
例
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。
ま
た
、
千
葉
県
山

武
市
で
は
、
山
武
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
雇
用
拡
大

に
よ
る
人
口
流
入
や
定
住
促

進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
他

市
町
村
と
差
別
化
で
き
る
施

　

昨
年
文
部
科
学
省
が

公
表
し
た
公
立
小
中

学
校
に
お
け
る
勤
務
実
態
調

査
で
、
中
学
校
教
員
の
半
数

以
上
が
過
労
死
ラ
イ
ン
と
報

じ
ら
れ
、
社
会
に
衝
撃
を
与

え
た
。
昨
年
の
第
三
回
定
例

会
で
は
外
部
ス
タ
ッ
フ
の
早

期
導
入
に
努
め
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
導
入
の
時
期
と

内
容
を
伺
い
た
い
。

　
【
教
育
部
長
】
茨
城
県

の
運
動
部
活
動
指
導

員
配
置
事
業
で
は
、
指
導
員
が

非
常
勤
特
別
職
の
立
場
で
教

策
を
思
案
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
現

在
、
条
例
案
の
た
た
き

台
を
作
成
し
、
商
工
会
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
が
、
小
規
模
事

業
者
を
優
遇
し
た
施
策
を
講

ず
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ま
だ

合
意
形
成
が
図
れ
て
お
ら
ず
、

引
き
続
き
、
合
意
形
成
を
図
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
の
商
工
業
や

中
心
市
街
地
を
活
気
あ
ふ
れ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

の
考
え
方
は
有
効
な
施
策
で

員
で
あ
る
顧
問
に
か
わ
り
単

独
で
指
導
す
る
こ
と
か
ら
、
教

員
免
許
を
授
与
さ
れ
た
経
験

が
あ
る
、
ま
た
は
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
等
の
指
導
者
資
格
等

を
保
有
し
て
い
る
な
ど
の
資

格
が
必
要
と
な
る
。
来
年
度

に
向
け
て
、
各
中
学
校
か
ら
の

要
望
等
に
応
じ
た
指
導
員
の

配
置
を
目
指
し
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
の
指

導
員
配
置
に
つ
い

て
、
各
学
校
か
ら
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
何
校
く
ら
い
実
施
予
定
か
。

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
小

企
業
の
活
性
化
、
地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

施
策
が
必
要
か
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
。

　

条
例
制
定
に
向
け

慎
重
に
進
め
て
い

る
と
理
解
は
し
て
い
る
が
、
毎

年
多
く
の
商
工
業
者
が
廃
業
し

て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
今

後
は
、
い
つ
ま
で
に

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
決
め
る

か
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

　
【
教
育
部
長
】
現
在
、

中
学
校
３
校
か
ら
要

望
が
あ
り
、
４
人
の
配
置
を

予
定
し
て
い
る
。

　

部
活
動
指
導
員
に
対

し
て
は
国
の
補
助
の

対
象
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
在

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
部
活
動
を
指

導
し
て
い
る
方
の
費
用
に
対
し

て
国
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

　
【
教
育
部
長
】
外
部

コ
ー
チ
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
指
導
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
が
12
名

い
る
が
、
報
酬
と
い
う
考
え

ま
ず
協
議
し
、
ゴ
ー
ル
を
見

据
え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決

め

な

け

れ

ば
、

た
だ
議
論
を
重
ね
る
だ
け
と

な
っ
て
し
ま
う
。
日
に
ち
を

切
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
構
想
は
、
地
域
の

経
済
団
体
や
農
業
、
学
校
、
金

融
機
関
、
市
民
団
体
、
行
政
な

ど
が
一
堂
に
会
し
て
協
議
し

て
形
成
し
て
い
く
も
の
。
ま

ず
は
行
政
が
各
層
に
声
を
か

け
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

部
活
動
指
導
員
に

対
す
る
国
の
補
助

の
内
容
は
。

　
【
教
育
部
長
】
運
動
部
活

動
指
導
員
配
置
事
業
に

お
け
る
非
常
勤
特
別
職
の
扱
い

と
な
り
、
報
酬
が
１
時
間
当
た
り

１
，
６
０
０
円
で
、
国
と
県
、
市
町

村
が
３
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
。

　

今
後
、
要
望
が
多

け
れ
ば
配
置
を
増

や
す
方
向
性
か
。

　
【
教
育
部
長
】
そ
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

答

答

答

答

答

答

答

問 問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

提
言

亀 山 　 彰

ス ピ ー ド 感 を

もった商工業者

の支援を

高 野 　 衛

部活動における

外部スタッフ配

置の進捗

は
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
社

会
福
祉
協
議
会
大
洋

支
所
は
、
建
築
年
度
が
平
成
14

年
で
、
昭
和
56
年
以
降
の
建
設

の
た
め
、
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

耐
震
検
査
の
必
要

が
な
い
新
し
い
建

物
と
い
っ
て
も
、
震
災
を
経

過
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
全

て
検
査
し
、
特
に
高
齢
者
な

ど
が
集
ま
る
福
祉
施
設
に
つ

い
て
は
万
全
を
期
す
必
要
が

あ
る
。

市
営
住
宅
で
、
平
成
32
年
度

ま
で
に
全
施
設
の
計
画
を
策

定
し
て
い
く
予
定
。
な
お
、

社
会
教
育
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
以
降
に
順
次
個

別
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　

市
営
住
宅
の
計
画

は
策
定
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
建
設
費
を
か
け
る

よ
り
も
、
市
内
の
ア
パ
ー
ト
の

あ
っ
せ
ん
と
、
そ
れ
ら
の
費
用

負
担
な
ど
に
替
え
る
こ
と
を
考

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
大
洋

支
所
に
つ
い
て
は
、
耐
震
検
査

　

合
併
後
、
学
校
の
統
廃

合
や
市
の
行
政
施
設
等

は
、
総
合
管
理
計
画
の
も
と
施

設
の
整
備
や
維
持
管
理
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
現
在
あ
る
大
洋

の
武
道
館
や
体
育
館
を
解
体
し

て
、
統
合
小
学
校
の
建
設
を
と

い
う
よ
う
な
話
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
ら
は
大
洋
地
区
で
一

番
新
し
い
施
設
で
あ
る
し
、
き

ち
ん
と
把
握
し
て
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
施
設

を
建
て
た
と
き
に
は
必
ず
耐
震

計
画
な
ど
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
施
設
な
ど

に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
管

理
計
画
の
も
と
に
進
め
て
い
く

の
か
考
え
を
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
平
成
28

年
度
に
策
定
し
た
公

共
施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
、

今
後
40
年
間
に
公
共
建
築
物

を
30
％
削
減
す
る
と
目
標
を

設
定
し
て
い
る
。
現
在
は
、

施
設
ご
と
の
個
別
施
設
計
画

を
順
次
作
成
し
て
お
り
、
今

年
度
は
道
路
の
個
別
計
画
の

策
定
に
着
手
し
て
い
る
。
現

状
で
個
別
計
画
が
策
定
で
き

て
い
る
の
は
、
橋
り
ょ
う
と

　

大
学
や
専
門
学
校
等

へ
の
進
学
が
当
た
り

前
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
地

元
で
の
就
職
や
定
住
を
条
件

に
奨
学
金
等
の
給
付
型
制
度

を
取
り
入
れ
る
自
治
体
も
増

え
て
い
る
。
国
や
県
で
も
給

付
型
奨
学
金
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
お
り
、
本
市
も
独

自
の
奨
学
金
制
度
の
制
定
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
本
市
に

は
奨
学
金
に
関
す
る

制
度
は
な
い
が
、
日
本
学
生

支
援
機
構
の
実
施
す
る
奨
学

金
や
県
奨
学
金
資
金
制
度
、

民
間
の
あ
し
な
が
育
成
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
奨
学

金
ま
た
は
奨
学
金
返
還
金
の

補
助
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
、

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

働
く
場
所
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
と
思
う
が
本
市
に
お
い

て
も
、
年
々
人
材
が
流
失
し

た
ま
ま
戻
っ
て
こ
な
い
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
立
派
な
人
材
が
戻
っ

て
き
て
起
業
し
、
立
派
な
会

社
を
つ
く
り
、
も
う
か
る
事

業
を
し
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

大
き
な
目
標
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う

い
う
目
標
を
持
っ
て
頑
張
れ

る
学
生
を
支
援
し
た
い
。
こ

れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

ほ
か
と
違
っ
た
施
策
と
し
て

や
っ
て
い
け
れ
ば
、
大
き
な

鉾
田
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

　
【
市
長
】
私
の
思
い
も
、

や
は
り
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
、
鉾
田
市
の
未
来

の
投
資
と
、
そ
し
て
ま
た
鉾

田
市
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う

よ
う
な
、
様
々
な
部
分
を
踏

ま
え
、
前
向
き
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

何
か
し
ら
結
果
が

出

る

と

期

待

し
、

将
来
の
鉾
田
市
の
た
め
に
お

願
い
し
た
い
。

答答

再
質
問

再
質
問

答

答 問問

公共施設総合管

理計画の進捗は

倉 川　 陽 好入 江 　 晃

給付型奨学金制

度の実施を

提
言

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に
向

け
て
予
算
要
求
を
し
て
お
り
、

予
算
計
上
さ
れ
た
際
に
は
、

積
極
的
な
周
知
等
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

農
家
に
ど
れ
だ
け
大

き
な
損
害
を
与
え
た

の
か
。
こ
の
事
業
に
気
が
つ
い

た
農
家
も
あ
っ
た
が
、
既
に
間

に
合
わ
な
い
と
あ
し
ら
わ
れ
た

よ
う
で
、
そ
の
対
応
に
唖
然
と

し
た
。
ま
た
、
副
市
長
に
も
こ

の
件
に
つ
い
て
相
談
し
た
が
回

答
が
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

り
組
め
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
国
や
県
の
情
報

を
積
極
的
に
入
手
し
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

馬
鈴
薯
は
本
市
で
も

産
地
化
さ
れ
て
お

り
、
北
海
道
だ
け
の
事
業
で
は

な
い
。
平
成
29
年
度
に
も
２
分

の
１
補
助
で
事
業
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
匹
敵
す
る
大
き
な
事
業

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ

見
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
そ

の
点
は
大
い
に
反
省

す
べ
き
と
こ
ろ
。
こ
の
事
業

　

国
の
補
助
事
業
で
あ

る
畑
作
構
造
転
換
事

業
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
理

由
を
尋
ね
る
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
畑

作
構
造
転
換
事
業
は
、

北
海
道
で
の
作
付
け
の
減
少

を
念
頭
に
置
い
た
馬
鈴
薯
な

ど
の
省
力
化
の
た
め
の
事
業

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
茨
城

県
で
の
取
り
組
み
も
可
能
だ

が
、
県
か
ら
の
要
望
調
査
も

な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
事
業
の
申
請
時
期
等
を
把

握
で
き
ず
、
周
知
な
ど
に
取

め
て
い
る
。
当
初
、
委
員
会
を

４
回
予
定
し
て
い
た
が
、
慎
重

に
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
概
ね
６
回
程

度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
ど
の

よ
う
な
意
見
が
出

た
か
伺
う
。

　
【
副
市
長
】
各
委
員
か
ら

は
、
公
民
館
や
道
の
駅
、

子
ど
も
の
施
設
、
公
園
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

市
長
か
ら
、
少
な
く
と
も
交

流
館
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

大
規
模
な
文
化
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
政
治
公
約
で
対
象
外

だ
と
委
員
会
の
中
で
も
説
明

し
、
そ
の
前
提
の
も
と
で
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。

　

地
元
の
思
い
と
違

え
ば
理
解
も
得
ら

れ
ず
、
市
長
だ
け
の
思
い
で
は

だ
め
。
市
民
の
声
、
市
民
の
意

向
に
沿
っ
た
も
の
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
全
く
進
ま
な
い
。

市
長
の
考
え
る
飯
名
地
区

市
有
地
の
利
活
用
と
は

　

市
長
自
身
、
予
定
地

の
利
活
用
に
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
ど
う
い

う
も
の
が
い
い
の
だ
と
い
う

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
【
市
長
】
今
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
土
地
利
用
の
方

向
性
が
出
た
段
階
に
お
い
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

検
討
委
員
会
で
方
針

が
決
ま
り
、
そ
の
後
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
交
流
館

が
欲
し
い
う
結
果
が
出
た
と
き

は
、
違
う
場
所
で
つ
く
る
の
か
。

　
【
市
長
】
結
果
を
見
て

か
ら
判
断
し
た
い
。

　

市
長
の
（
仮
称
）
鉾

田
市
民
交
流
館
建
設

の
白
紙
撤
回
を
受
け
、
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
予
定

地
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
【
副
市
長
】
飯
名
地
区

の
土
地
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
飯
名
地
区
市
有
地
利
活

用
検
討
委
員
会
を
こ
れ
ま
で

３
回
開
催
し
、
土
地
を
利
活
用

す
る
た
め
に
、
市
に
と
っ
て
ど

う
い
う
も
の
が
必
要
か
、
そ
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
進

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答答

答答

答答 答

問問

問

飯名地区市有地

利活用検討委員

会の進捗

は

堀 田　 正 衛小 沼 　 勝

農家のためにな

る事業の取り組

みを

　
【
産
業
経
済
部
長
】
今

後
の
改
善
課
題
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
現
在
検
討

し
て
い
る
。

【
副
市
長
】
事
業
全
体
が
市
民
に

分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、

ま
た
事
業
者
に
対
し
て
も
懇
切

丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
よ
う
市

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

こ
の
事
業
は
本
当
に

本
市
の
た
め
に
な
る

事
業
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

来
年
度
は
ぜ
ひ
と
も
取
り
組
み
、

周
知
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

提
言

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

髙 埜　 栄 治

ＡＹＡ世代の医

療支援拡充を

石 津　 武 吉

土木系職員の減

少対策

　

思
春
期
及
び
39
歳
ま

で
の
若
年
成
人
（
Ａ
Ｙ

Ａ
世
代
）
の
が
ん
や
小
児
が

ん
は
、
患
者
数
が
少
数
の
た

め
に
自
治
体
で
特
化
し
た
対

策
が
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
向
け
の

が
ん
検
診
や
医
療
費
負
担
軽

減
に
対
す
る
施
策
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
胃

が
ん
、
大
腸
が
ん
及

び
乳
が
ん
検
診
で
30
歳
以
上
、

子
宮
が
ん
検
診
で
20
歳
以
上

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
対

象
年
齢
の
変
更
予
定
は
な
い
。

　

全
国
の
地
方
公
共
団

体
の
土
木
系
職
員
の

減
少
が
止
ま
ら
な
い
と
大
き

く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
特
に

昨
今
、
災
害
が
多
発
し
て
お

り
、
住
民
の
安
全
を
守
る
う
え

で
も
土
木
系
職
員
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
防
災
マ
ン

な
ど
と
い
っ
た
良
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
、
土
木
系
職
員
が
胸

を
張
っ
て
働
け
る
よ
う
な
職

場
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

同
時
に
、
防
災
や
土
木
に
関
す

る
研
修
を
増
や
し
て
専
門
的

知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
職
員

ま
た
、
医
療
費
助
成
に
関
し

て
も
、
現
在
の
医
療
保
険
制

度
に
よ
り
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

若
い
世
代
が
が
ん

検
診
を
受
け
や
す

い
よ
う
、
近
隣
の
医
療
機
関

の
利
用
や
休
日
の
受
診
な
ど

に
つ
い
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
を

拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
国
の
支
援
策
と
し

て
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
医

療
助
成
制
度
が
あ
る
が
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
市
で
の
取

全
体
で
防
災
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長

と
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
。

　
【
市
長
】
土
木
系
に
代

表
さ
れ
る
技
術
系
専

門
職
員
の
採
用
は
、
本
市
に
お

い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
多
種
多

様
な
人
材
の
採
用
に
向
け
て

今
年
度
か
ら
職
員
採
用
上
限

年
齢
を
30
歳
ま
で
引
き
上
げ

て
お
り
、
次
年
度
以
降
は
、
土

木
系
専
門
職
の
採
用
も
含
め
、

社
会
人
枠
で
の
採
用
方
法
な

り
扱
い
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
当
該

制
度
に
つ
い
て
は
、
窓

口
が
保
健
所
と
な
っ
て
い
る
。

【
市
長
】
国
や
県
の
情
報
を
精

査
し
、
市
民
に
行
き
届
く
よ

う
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。

少
子
化
対
策
と
し
て

の
医
療
支
援
を

　

将
来
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
を
望
む

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
が
、

妊
孕
性
温
存
治
療
に
よ
り
生

殖
機
能
を
温
存
す
る
こ
と
で
、

ど
も
検
討
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
職
員
を
専
門
研
修

に
参
加
さ
せ
育
成
し
て
い
く

こ
と
、
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

も
在
課
年
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、

特
定
の
分
野
に
精
通
し
た
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　

震
災
に
お
け
る
復

旧
復
興
、
ま
た
台
風

の
被
害
や
水
害
な
ど
の
復
旧
に

あ
た
っ
て
も
土
木
系
職
員
の
専

門
的
な
知
識
が
不
可
欠
な
の

で
、
極
め
て
大
事
な
職
種
な
の

将
来
に
希
望
を
持
っ
て
治
療

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
は
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
取

り
組
み
姿
勢
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
国
や

県
の
支
援
体
制
の
整
備

状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

県
内
初
に
な
る
と

思
う
が
、
制
度
の

導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
県
や
国
の
制
度
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
広
報
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
防
災

や
災
害
対
策
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
【
総
務
部
長
】
防
災
に

と
っ
て
土
木
系
職
員

は
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

す
た
め
、
職
員
の
養
成
は
重

要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

職
員
を
防
災
士
の
研
修
に
参

加
さ
せ
る
等
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
職
員
採
用
に
つ
い
て
も
、

十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

答

答

答

答答

問問

問

提
言

再
質
問

再
質
問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

井 川  倫 士

効率的かつ効果

的な公共下水道

事業の推

進を

市民ほっとライ

ンの適正な運用

を

根 嵜 　 眞

　

旧
鉾
田
地
区
で
進
め

ら
れ
て
い
る
公
共
下

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

民
か
ら
も
、
市
の
財
政
や
整

備
範
囲
を
疑
問
視
す
る
声
が

多
く
聞
こ
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
事
業
計
画
の
経
過
と
整

備
費
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
【
上
下
水
道
部
長
】
第

３
回
改
訂
生
活
排
水

ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
で
、
農
業
集

落
排
水
事
業
で
整
備
す
る
区

域
を
12
か
所
か
ら
３
か
所
へ
、

海
岸
部
の
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
を
削
除
し
合

　

市
民
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

が
始
ま
り
１
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

市
民
の
意
見
や
提
言
に
対
し

て
回
答
し
て
い
な
い
案
件
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

理
由
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

寄
せ
ら
れ
た
要
望
や
意
見
、

提
言
の
件
数
を
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
平
成
30

年
４
月
か
ら
11
月
ま

で
に
34
件
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
提
言
が

８
件
、
要
望
が
22
件
、
そ
の

他
が
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

併
浄
化
槽
で
整
備
す
る
区
域

へ
と
変
更
し
事
業
を
進
め
て

い
る
。
平
成
31
年
度
以
降
は
、

現
在
の
公
共
下
水
道
の
全
体

計
画
面
積
３
５
０
・
５
ha
に
串

挽
高
田
地
区
１
３
５
・
６
ha

を
加
え
た
事
業
費
と
し
て
約

80
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

80
億
円
の
事
業
費

の
中
に
は
布
設
工

事
や
下
水
処
理
場
の
施
設
拡

張
費
用
が
多
く
を
占
め
て
お

り
、
整
備
範
囲
を
絞
り
込
む

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
３
期
工
事
で
は
住
宅

　

投
函
さ
れ
た
意
見
や
要
望

等
に
対
し
て
は
、
ま
ず
担
当

課
で
対
応
を
検
討
し
、
政
策

秘
書
課
か
ら
、
早
急
に
対
応

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
回

答
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

く
と
い
っ
た
内
容
で
い
っ
た

ん
礼
状
を
送
付
し
て
い
る
。

　

な
お
、
５
月
に
道
路
の
舗

装
の
件
で
投
稿
が
あ
り
、
そ

の
後
11
月
に
再
度
投
稿
が

あ
っ
た
が
、
政
策
秘
書
課
と

担
当
課
で
処
理
状
況
の
確
認

密
集
度
が
低
い
エ
リ
ア
ま
で

事
業
が
進
ん
で
く
る
た
め
、

事
業
効
率
の
面
か
ら
み
て
も
、

見
極
め
る
時
期
に
き
て
い
る

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
見
直
し
た
場
合

に
交
付
税
返
還
義
務
等
は
生

じ
る
の
か
伺
う
。

　
【
上
下
水
道
部
長
】
経

済
比
較
検
討
結
果
か

ら
も
３
期
工
事
は
集
合
処
理

が
有
利
と
い
う
結
果
で
、
す

で
に
認
可
も
受
け
て
お
り
、

補
助
金
等
の
面
か
ら
も
現
段

階
で
見
直
す
こ
と
は
考
え
ら

が
滞
っ
て
お
り
対
応
の
遅
れ

た
案
件
が
１
件
あ
っ
た
。
現

在
は
、
毎
月
各
課
か
ら
対
応

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
書
を

提
出
す
る
体
制
を
と
っ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
漏
れ
の
な

い
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。　

市
民
ほ
っ
と
ラ
イ

ン
の
事
業
は
要
綱

等
を
定
め
て
い
る
の
か
。

　
【
総
務
部
長
】
要
綱
は

定
め
て
い
な
い
。

　

要
綱
等
が
定
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と

れ
な
い
。
４
期
工
事
に
つ
い

て
は
、
人
口
密
度
や
地
域
の

実
情
等
を
勘
案
し
て
精
査
し

今
後
決
め
て
い
く
問
題
だ
と

捉
え
て
お
り
、
ま
だ
認
可
を

受
け
て
い
な
い
た
め
、
補
助

金
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　

今
後
の
計
画
で
は
、

市
民
負
担
や
環
境

に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
市
町

村
設
置
型
の
合
併
浄
化
槽
に

よ
る
整
備
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

が
問
題
な
の
で
は
な
い
か
。

要
綱
等
を
定
め
、
回
答
の
手

順
な
ど
を
市
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
示
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
【
総
務
部
長
】
要
綱
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
漏
れ
の
な
い

よ
う
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

答答

答

答

答

問問

提
言

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

9日 TX茨城空港延伸議会期成同盟会要
望活動（国土交通省ほか）

14日～ 15日 百里基地・茨城空港に関する調査
特別委員会視察（小松基地）

19日～ 20日 茨城県市議会議長会第１回議員研
修会

22日 茨城県東市議会議長会定例会

30日 議会運営委員会

6日～ 21日 平成30年第４回定例会

6日 全員協議会

11日 議会運営委員会

12日 議会運営委員会／懲罰特別委員会

13日 全員協議会

13日 議会運営委員会／原子力の安全に
関する調査特別委員会／議会広報
編集委員会

17日 厚生文教常任委員会

18日 経済建設常任委員会

18日 一般道大竹鉾田線バイパス整備に
係る要望活動（国土交通省）

19日 総務企画常任委員会

21日 正副議長並びに正副委員長会議／
議会運営委員会／議会広報編集委
員会

21日～ 22日 茨城県市議会議長会理事会・定例
会

23日～ 24日 茨城県東市議会議長会視察研修会
（東京都町田市）

24日～ 25日 原子力の安全に関する調査特別委
員会視察研修（もんじゅ・ふげん）

主な議会の動静

 11月 

12月 

１月 

渡 辺  拓 哉

ごみの柔軟な

受け入れ体制を

　

近
頃
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
（
Ｄ

ｏ 

Ｉ
ｔ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ

ｅ
ｌ
ｆ
の
略
で
、
自
分
自
身

で
何
か
を
つ
く
っ
た
り
修
繕

し
た
り
す
る
こ
と
）
で
自
宅

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
が
増

え
て
お
り
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
建
設
資
材
を
買
う
一

般
の
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
建
設
資
材
の
持
ち
込
み

が
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

家
庭
内
で
出
た
多
少
の
建
設

資
材
は
受
け
入
れ
て
も
よ
い

の
で
な
い
か
と
思
う
の
で
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
【
市
民
部
長
】
建
築
廃

材
は
、
通
常
、
産
業

廃
棄
物
と
な
り
受
け
入
れ
て

い
な
い
が
、
日
曜
大
工
等
で

排
出
さ
れ
る
木
材
や
ト
タ
ン

の
切
れ
端
な
ど
は
、
一
般
廃

棄
物
と
し
て
処
理
が
可
能
な

も
の
も
あ
る
た
め
、
受
け
入

れ
が
可
能
か
搬
入
前
に
問
い

合
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

あ
る
程
度
の
ル
ー

ル
が
な
け
れ
ば
市

民
は
混
乱
し
て
し
ま
う
た
め
、

ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

　
【
市
民
部
長
】
現
在
、

ご
み
の
分
け
方
や
出

し
方
、
資
源
物
の
回
収
な
ど

の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
い
る

が
、
内
容
と
対
応
に
合
わ
な

い
部
分
が
出
て
く
れ
ば
、
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

検
討
を
お
願
い
し

た
い
。
さ
ら
に
、
旭

地
区
の
ご
み
を
受
け
入
れ
て
い

る
大
洗
町
の
環
境
組
合
で
は
畳

を
受
け
入
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
が
、

体
制
の
違
い
を
伺
い
た
い
。

　
【
市
民
部
長
】
大
洗
、

鉾
田
、
水
戸
環
境
組
合

に
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
が
あ
り
、

切
り
刻
ん
で
処
分
し
て
い
る

が
、
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
は
機
械
が
無
い
た
め
、
細

か
く
し
た
う
え
で
ご
み
を
出

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
事
も
周

知
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
畳
な
ど
を
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
て
、

大
洗
町
へ
運
び
処
分
す
る
な
ど

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答

答

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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委員会活動報告

サーフィンで地域活性化　／　６次産業化

　日向市の海岸は、全国屈指のサーフスポッ

トです。特にお倉浜海岸は４㎞の長い海岸線

と広い砂浜が特徴で、年間を通して多くの

サーファーでにぎわっています。

　日向市では、地域資源である海・サーフィ

ンをまちづくりの核にした地域活性化に取り

組んでおり、行政、市民、各種団体が一丸と

なって開催した世界ジュニアサーフィン選手

権は、国内外の選手が集い、大成功を収めま

した。

　また、「リラックスサーフタウン日向」プ

ロジェクトによりＰＲ事業を展開し、メイン

キャラクターの「ヒューくん」は注目を浴び、

日向市の PR 動画は視聴回数が 90 万回を超

え、「2017 年ＡＣＣ広告賞」でシルバー賞を

受賞していました。

　ＰＲ事業の展開により移住相談会では多く

の来場者が訪れ、実際に移住者が増えるなど

成果をあげていました。

　都城市は、鉾田市に次ぐ農業生産額全国第

3位の都市で、ブランド化された宮崎牛を返

礼品としたふるさと納税は全国トップクラス

の寄付額を誇ります。

　都城市では、「6次産業化推進事務局」を設

立し、生産者と加工技術をもった商工業者と

のマッチングを行うなど、行政主導で 6次産

業化を進めていました。

　6次産業化の推進により、農林畜産業者の

経営規模拡大や所得の向上が図られたことは

もちろん、農業生産や加工現場での新たな雇

用創出が図られていました。

日向市 都城市
全国有数のサーフスポットを活用

各種イベントで町おこし

６次産業化推進事務局を設立

行政主導で推進を図る

鉾田市とサーフィンって関係あるの？

とっぷ・さんて大洋の下の海岸は人気

のサーフスポットなのよ。去年は、「波

のり鉾田メロンカップ」というサー

フィンの大会も開かれたわ！

経済建設常任委員会行政視察 （平成30年10月10日～12日）
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委員会活動報告

議会改革　／　議会活性化

飛行場の騒音対策

百里基地 ･ 茨城空港に関する調査特別委員会視察

　芽室町議会では、平成25年の議会基本条例

制定を機に、通年議会制の導入、議会改革諮問

会議の設置、議会だよりの隔月発行などを実

施しました。

　特に通年議会制の導入は委員会活動を活発

化させ、時には外部専門家や市民からの意見

を伺うなどして、民意を反映した政策を提言

できているとのことでした。

　小松基地では、騒音問題をめぐって、長年に

わたり訴訟が起こされていることから、住民に

基地を身近に感じ、自衛隊活動を理解してもら

うため、地域で実施する防災訓練に積極的に参

加するなど、地域との連携強化に取り組んでい

ました。

　帯広市議会では、議会基本条例の制定のた

め、計 10回にわたる委員会協議及びパブリッ

クコメントを実施。平成 22 年 4月に条例を

施行し議会改革を進めています。　

　特徴的なのは、議員政策研究会を設置して

いることで、全議員で構成して政策的な条例

案の策定などに取り組んでいました。

　議会活性化の推進により政策立案能力が向

上しており、現在は「（仮称）帯広市がん対

策推進条例」の制定のため、議員間で協議を

重ね、平成 31 年 4月施行を目指して進めて

いました。

芽室町

航空自衛隊小松基地

帯広市
議会改革度ランキング４年連続１位

住民にわかりやすい議会を目指す

地域防災訓練に積極的に参加

周辺自治体や住民との連携強化を図る

議員政策研究会を設置

政策提案機能の充実を図る

議会運営委員会行政視察 （平成30年10月15日～16日）

（平成30年11月14日～ 15日）
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委員会活動報告

　

12
月
12
日
に
亀
山
彰
議
員
外
３
名
か
ら
「
議
員　

倉
川　

陽
好　

君

に
対
す
る
懲
罰
動
議
」
が
提
出
さ
れ
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

倉
川
陽
好
議
員
に
対
す
る
懲
罰
の
件

　

5
日
間
の
出
席
停
止

　

始
め
に
懲
罰
動
議
発
議
者
か
ら
提
出
理
由
に
つ
い
て
、『
倉
川
陽
好

議
員
は
自
身
の
一
般
質
問
の
最
中
に
、
議
長
に
よ
る
議
事
進
行
に
従

わ
ず
、
さ
ら
に
は
議
長
に
対
し
暴
言
を
吐
き
議
場
の
平
静
さ
が
失
わ

れ
た
。
こ
の
行
為
は
議
会
の
規
律
と
品
位
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
』

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
に
お
い
て
委
員
か
ら
は
、
議
事
整
理
権
を
持
つ
議
長
に
対
し

て
不
穏
当
な
発
言
を
し
た
こ
と
は
前
代
未
聞
で
あ
る
と
い
う
意
見
や

倉
川
議
員
の
言
動
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
鉾
田
市
議

会
へ
の
冒
涜
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
賛
成
多
数
で
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
決
定
し
、
懲
罰
の

種
類
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
5
日
間
の
出
席
停
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
13
日
の
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
、
５
日
間
の
出

席
停
止
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

懲
罰
特
別
委
員
会

（
平
成
30
年
12
月
12
日
）

付
託
さ
れ
た
案
件

審

査

結

果

審

査

内

容

　

倉
川
陽
好
委
員
の
辞
任
に
よ
り
、
議
会

運
営
委
員
会
の
委
員
が
堀
田
正
衛
委
員

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

委

員

会

名

議
会
運
営
委
員
会

委

員

長

二
重
作　

茂
兵
衛

副

委

員

長

根
嵜　

眞

委　
　

員

亀
山　

彰

米
川　

宗
司

山
口　

德

堀
田　

正
衛

委
員
会
の
構
成

議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す

日
時

　
平
成
31
年
２
月
16
日
（
土
）

　
午
後
２
時
か
ら

場
所

　

鉾
田
市
福
祉
事
務
所

　

２
階
会
議
室

（
鉾
田
市
役
所
敷
地
内
）

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

前回は 46 名が参加
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※日程は変更になる場合があります。

平成30年第４回（12月）定例会の

 延傍聴者数　225名

平成31年第１回（３月）定例会の予定

　12 月 13 日 13 時から終了までを傍聴させて

頂きました。一般質問期間全ての傍聴ができ

ませんでしたので、偏った感想になってしま

いますこと失礼いたします。

　さて、当日は高校３年生が大勢傍聴してい

て、傍聴席が満席になっていることにすごく

驚きました。18 歳選挙権となった現在、これ

からのふる里を担っていく世代が、政治に触

れることができる良い企画だと思いました。

それを踏まえて、議員の皆様と執行部の皆様

にはよりわかりやすい答弁に努めてもらいた

いと感じました。

鉾田小学校 PTA 会長

本 澤  彦 治

次回の定例会は

３月１日（金）～
開会は 午前 10 時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階議会事務

局にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

議会を傍聴してみませんか！

本会議
（開会）

会派代表質問
一般質問

本会議 本会議 予算特別
委員会

予算特別
委員会

一般質問 一般質問

常任
委員会

常任
委員会

本会議
（閉会）

予算特別
委員会

常任
委員会

編 集 後 記

　市議会議員になって約４年間、議会広報編

集委員として活動させていただき、大変勉強

になりました。現在は委員長として、委員一

丸となって「議会だより」のリニューアルに

力を入れ、見やすく、分かりやすい「議会だ

より」になってきたなと思います。まだまだ、

「議会だより」は、良くする事が出来ます。最

後まで気を抜かずに頑張っていきます。また、

この流れを継続して出来るように、編集マニュ

アルの作成なども考えていきたいと思います。

これからも「議会だより」をよろしくお願い

します。

（渡辺　拓哉　記）

　　　委 員 長　　渡辺　拓哉

　　　副委員長　　小沼　　勝　

　　　委　　員　　石津　武吉　　郡司　　功

　　　　　　　　　入江　　晃　　井川　倫士

傍 聴 者 声の

編
集
委
員

ほこたマラソン
～親子で仲良くゴールイン～


